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Ⅰ Introduction 日本産婦人科医会・常務理事 鈴木光明
婦人科がんの動向
卵巣がん・子宮体がんの早期発見にむけて

Ⅱ 「経腟超音波併用婦人科がん検診」
北海道対がん協会・日本産婦人科医会がん対策委員

藤田博正

Ⅲ まとめ 鈴木光明
「子宮頸がん検診」から「婦人科がん検診」へ

これからの婦人科がん検診のあり方
ー経腟超音波検査併用検診のすすめー
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Ⅰ. Introduction
婦人科がんの動向

卵巣がん・子宮体がんの早期発見にむけて
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子宮頸がん検診

1997年：液状化細胞診がFDA承認

2000年：HPV検査がFDA承認

1960年初頭：細胞診による集団検診スタート

1982年：老人保健法制定 （30歳以上、毎年検診）
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子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がんの年齢調整罹患率（年次推移）
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BD RESTRICTED

経腟超音波を用いた卵巣がん検診
ー過去の臨床試験成績から（1985～ 2005年症例）ー

PLCO Buys SS, et al  JAMA 2011;305:2295-2305

1993-2001年症例 前向きランダム試験
死亡率減少効果なし

UKCTOCS    Jacobs J, et al  Lancet 2016;387:945-956

                       2001-2005年症例 前向きランダム試験
死亡率減少効果なし（Ⅰ期がん：41%）

Shizuoka study  Kobayashi H , et al  Int J Gynecol Cancer 2008;18:414-420

1985-1999年症例 前向きランダム試験
死亡率減少効果なし（Ⅰ期がん：63%）

Aomori study  Sato S, et al  Cancer 2000;89:582-588

                       1989-1999年症例
                       死亡率減少効果なし（Ⅰ期がん：58.8%）

早期がん(Ⅰ期がん)の検出率は上昇したが、死亡率減少効果は
みられなかった

 7



Menon U.et al  Lancet Oncol 2023:24;1018

UKCTOCS (英国卵巣がん検診trial)

：高悪性度漿液性卵巣がん(high-grade
   serous cancer)患者のサブ解析で、
卵巣がん検診群 (経膣Echo+CA125)が
非検診群に比べ全生存率が有意に高
かった
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